
Shizuku USB マルチメータ  

PCソフトの説明書  

V1.00.44  

0.1 ヴァージョンと更新  

メータの機能が多いので、説明書を変更する場合があります。

0.2 変更履歴  

  V1.00.44 20200815

1. 負荷モジュールの説明を追加しました。

1.0 メータとの接続  

まず、マイクロUSBのケーブルで、メータをＰＣに接続します。

ソフトを実行して、以下の画面が見えます：

左のリストで、接続可能のメータを見えます。

 

メータの名前をクリックして、デバイスの名前を変更すると、複数なメータがある場合、メータを区
別できるようになります。

af://n273
af://n275
af://n276
af://n277
af://n279
af://n284


デバイスを選べて、ダブルクリックして、以下の画面を見えます：

 

機能を一つ一つでをご紹介しましょう。

2.0 基本的（データ記録）  

af://n294


 

2.0.0 新しい作成  

まずは、 新しい作成 をクリックして。

2.0.1 サンプル周波数  

スクロールバーをドラッグされて、サンプル周波数を設定します。

af://n296
af://n298


 

2.0.2 自動開始停止について  

スタートをクリックの後、記録が直ぐに始まりません。プログラムが、電流が 開始電流 の上に上がる

ことを待っていて、記録を始めます。 開始条件を使っていない場合、開始電流をゼロにしてくださ
い。

 

記録が実行中に、電流が 停止電流 の下に落ち込む時、プログラムが記録を自動で停止します。停止条

件使っていない場合、停止電流をゼロにしてください。

 

瞬間的な電流の落ちのとき、プログラムが記録を誤停止することがありますので、 停止確かめ時間 を

設定してください。この設定をしたら、電流が連続的に指定された時間の中に指定された 停止電流 よ

り小さいの時だけで、記録を自動に停止します。

 

2.0.3 記録アイテム  

 色 の下の一つのボックスで、記録アイテムの色（グラフに）を変更できます。

 記録 の下のチェックボックスで、一つ一つの記録アイテムを有効化します。

 スケール→0 の下のチェックボックスで、一つ一つの記録アイテムをグラフでゼロにスケールを有効

化します。

af://n301
af://n308


 

2.0.4 ファイル操作  

保存 をクリックして、この記録をファイルに保存できます。

開く をクリックして、既存の記録をロードできます。

エクスポート をクリックして、今の記録をＣＳＶやＢＭＰなどのファイルにエクスポートします。

2.0.5 一般的な記録の流れ  

1. 新しい作成 をクリックする。

2. サンプル周波数 、 開始電流 、 停止電流 などのパラメータを設定する。

3. 緑色のスタートボタンクリックする。
4. 自動どか、手動どか停止の後、右のグラフで分析/保存/エクスポートします。

2.0.6 グラフの領域  

グラフの一つの点をクリックして、この点の詳細を見えます。

ドラッグされて、グラフを移動します。

スクロールホイールでグラフの一部を拡大・縮小できます。

af://n313
af://n317
af://n327


 

2.1 VBUS リップル  

VBUS リップルパネルで、VBUSにのリップル電圧を見えます：

 

af://n332


 

2.1.1 サンプル周波数  

スクロールバーをドラッグされて、サンプル周波数を設定します。

2.1.2 サンプルの長さ  

スクロールバーをドラッグされて、サンプルの長さ（一回で何点をサンプルする）を設定します。

2.1.3 トリガーエッジ  

トリガーエッジを設定する。

2.1.4 トリガームード  

トリガームードを設定する。

2.1.5 エッジレベル  

トリガー電圧を設定する。

af://n336
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af://n340
af://n342
af://n344


2.1.6 グラフの領域  

グラフの一つの点をクリックして、この点の詳細を見えます。

ドラッグされて、グラフを移動します。

スクロールホイールでグラフの一部を拡大・縮小できます。

2.2 Luaスクリプト  

この機能の詳細について: こちら

2.2.1 メモリ状態  

メモリの状態はここで見えます。

2.2.2 ローカルスクリプト  

ここで色んなコード例があります。

2.2.3 ターミナル  

スクリプト、インタプリタなどの出力はここにあります。

2.2.4 コード  

現在にロードしたコード。

2.2 急速充電のトリガー  

メータ本体ではなく、ＰＣソフトで急速充電のトリガーできます。

af://n346
af://n350
https://yk-lab.org:666/index.php/lua-programming-overview/
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2.3.1 プロトコルの選択  

  

ここでプロトコルを選択します。

2.3.2 プロトコルのプロパティ  

  

選択したプロトコルのプロパティを見えます。

2.3.3 調整  

プロトコルを選択して、緑色のスタートボタンクリックして、電圧と電流制限を設定できます。

af://n364
af://n367
af://n370


 

2.4 PDリスナー  

PDリスナーを使えば 、以下の流れで操作してください：

1. メータ本体のＰＤ通信スイッチをONにする。
2. 供給口をC-Cケーブルでメータと接続する。
3. 緑色のスタートボトルクリックする。
4. 他のC-Cケーブルでメータを受電口に接続する。
5. 数秒後も右にメッセージがない場合、メタルのType-C口の一つにあるプラグをフリップして再

接続してみる。

 

2.4.1 メッセージ  

一つのメッセージをクリックすると、このメッセージの詳細を見えます。

2.4.2 データブジェクトの詳細  

一つのデータブジェクトをクリックすると、このデータブジェクトの詳細を見えます。

af://n373
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2.4.2 ファイル操作  

ここでPDリスナーがファイルからロード、ファイルへ保存できます。

  

2.5 モジュール  

 

モジュールパンネルで、メータ本体に接続しているモジュールを操作できます。

2.5.1 負荷コントローラ  

ここで負荷モジュールを操作できます。

af://n393
af://n396
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以上に、負荷モジュールの状態と能力を見えます。

 

負荷モジュールを以下の流れで使います：

まずは、負荷のムードを選択する。

以下はムードの説明：

定電流 ： 定電流 ムード。通常にデバイスの老化テストと容量テストで使います。

定電力 ： 定電力 ムード。通常にデバイスの老化テストと容量テストで使います。



ランプアップムード ：このムードで、負荷が電流を指定されたの 開始電流 から、指定されたの 停止電

流 まで、指定されたの傾き（ランプ速度）で増強します。通常には、電源のＶ－Ｉグラフと最大負荷

能力を見る時にします。

 

負荷のムードを選択したら、負荷のパラメータを設定する。

 

最後に、緑色のスタートボタンをクリックする。

2.6 システム  

2.6.1 ファームウェアの更新  

af://n414
af://n415


更新 をクリックしてファームウェアの更新をします。普通には２０秒ぐらいかかります。

 

2.6.2 スクショ  

 

スクショの更新ボタンをクリックすると、現在メータ本体の画面を見えます。

af://n417
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